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◎添田名物のヤマメを養殖しています
　英彦山の麓にある篠崎川魚店のヤマメ養殖場で、
10月25日、養殖作業が行われました。約10万個の
卵を人工授精させ、１月の始めごろに孵化が始ま
り、来年の秋には出荷予定。町内には、ヤマメの
塩焼きや唐揚げなど川魚を楽しめるお店が多数あ
ります。ヤマメ料理は、英彦山温泉しゃくなげ荘
やひこさんホテル和、ＪＲ彦山駅前の駒どり食堂
などで味わうことができます。

英
彦
山
の
自
然
に
育
ま
れ
た

　
　
　
　

渓
流
の
女
王
「
ヤ
マ
メ
」
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今
年
度
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

校
６
年
生
で
は
、
学
力
の
向
上
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
中
学
校
３
年
生
で
は
、
依
然
と

し
て
、
全
国
平
均
を
下
回
る
厳
し
い
状
況

で
す
。
福
岡
県
で
み
る
と
小
学
校
６
年
生

で
は
、
全
国
平
均
と
同
じ
く
ら
い
ま
で
向

上
し
ま
し
た
が
、
筑
豊
地
区
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

添
田
町
で
は
、
小
学
校
６
年
生
が
、
国

語
Ａ
Ｂ
で
全
国
平
均
を
わ
ず
か
に
下
回
り

ま
し
た
が
、
国
語
Ｂ
は
、
昨
年
度
よ
り
大

幅
に
向
上
。
算
数
で
も
、
昨
年
度
よ
り
大

き
く
向
上
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
３
年
生
で
は
、
近
年
続
く
全
国

を
大
き
く
下
回
る
状
況
は
、
数
学
の
分
野

で
少
し
改
善
し
ま
し
た
が
、
国
語
で
は
、

さ
ら
に
差
が
広
が
る
と
い
う
厳
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
中
学
校
で
は
、

落
ち
着
い
て
学
習
に
向
か
う
意
識
が
強
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
今
こ
そ
学
力
の
向
上
を
図
る
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
習
状
況
調
査
で
は
、
小
学
校
６
年

生
で
は
、
朝
食
を
全
く
食
べ
て
い

な
い
児
童
は
い
な
い
の
に
、
中
学
校
３
年

教育の

ひろば
教育の

ひろば

調査結果からみる教育の現状
◉平成28年度全国学力・学習状況調査結果

調

小学６年生
国語A 国語B 算数A 算数B

添田町 68.8 57.1 78.8 48.1
筑豊地区 68.8 53.7 75.9 43.8
福岡県 71.7 57.8 77.8 47.3
全　国 72.9 57.8 77.6 47.2

中学３年生
国語A 国語B 数学Ａ 数学B

添田町 65.6 53.2 47.1 29.3
筑豊地区 70.2 58.5 53.3 35.6
福岡県 74.8 65.8 60.3 42.4
全　国 75.6 66.5 62.2 44.1

　町内小学校６年生と中学３年生を対象に実施さ
れた平成28年度全国学力・学習状況調査。今回は、
その結果から添田町の教育の現状を考えます。

平成28年度 全国学力調査
　～添田町と筑豊地区、福岡県、全国の平均正答率（％）～

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

平成28年度　全国学習状況調査
～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～

小学校６年生

朝食を
全く食べ
ていない

将来の夢
や目標を
全く持っ
ていない

平日の授
業以外に
全く勉強
しない

土曜・日曜
・休日の学
習を全く
しない

平日に１日
４時間以上
ゲームを
する

平日に１日
４時間以上
メールやネ
ットをする

読書を
全くしない

添田町   0.0 6.7 0.0 5.6 6.7 2.2 25.6

福岡県   1.4 6.2 3.0 10.7 8.4 3.4 21.9

全　国   0.9 6.4 3.0 10.2 8.2 3.0 20.6

中学校３年生

朝食を
全く食べ
ていない

将来の夢
や目標を
全く持っ
ていない

平日の授
業以外に
全く勉強
しない

土曜・日曜
・休日の学
習を全く
しない

平日に１日
４時間以上
ゲームを
する

平日に１日
４時間以上
メールやネ
ットをする

読書を
全くしない

添田町 10.5 18.4 5.3 14.5 13.2 13.2 50.0

福岡県   2.2 10.2 7.2 12.8  9.4   9.1 41.4

全　国   1.8 10.8 5.5 10.0  9.7   8.6 37.2

小学校６年生算数で全国平均を上回るなど大幅向上
中学校３年生全国・福岡県平均を下回る厳しい状況 学校、家庭、地域が連携

教育委員が再任されました

教 育委員の花邉雅子さん
と諌山哲朗さんが再任

されました。任期は、花邉さ
ん が 平成29年10月20日まで、
諌山さんが平成32年10月20日
までとなっています。

諌
山
哲
朗
さ
ん

（
中
津
野
）

花
邉
雅
子
さ
ん

（
新
城
）

義
務
教
育
期
間
で
「
夢
や
希
望
を

持
て
る
添
田
の
子
ど
も
」
を
目

指
し
、〝
あ
い
さ
つ
・
掃
除
〞〝
耐
性
・

勤
勉
〞〝
立
志
〞を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り

組
む
「
そ
え
だ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
９
年
構
想
」。こ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
内
の
全
小
学
校
５
年
生
を
対
象

に
し
た
踏
破
鍛
練「
そ
え
だ
立
志
の
道
」

が
、
10
月
20
日
か
ら
21
日
の
１
泊
２
日

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

強
い
心
身

と
友
情

を
育
も
う
と
今

年
で
４
回
目
と

な
る
そ
え
だ
立

志
の
道
。
児
童

76
人
が
10
班

に
分
か
れ
、

初
日
は
、
Ｊ

Ｒ
彦
山
駅
を

出
発
。
宿
舎

と
な
る
英
彦

山
青
年
の
家

ま
で
約
９
㎞
の
道
の
り
を
互
い
に
励
ま

し
合
い
な
が
ら
踏
破
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
英
彦
山
登
山
の
予
定
で
し
た

が
、
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、
英
彦
山

神
宮
奉
幣
殿
や
鷹
巣
原
高
原
の
ス
キ
ー

場
跡
を
巡
り
、
英
彦
山
青
年
の
家
に
戻

る
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
踏
破
鍛
練
は
、
児
童
が
寝
食

を
共
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

学
習
や
踏
破
鍛
練
を
通
し
て
、
自
分
た

ち
の
中
に
「
強
い
志
」
を
持
て
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
児

童
た
ち
は
、
協
力
し
合
う
こ
と
や
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
困
難
に
立
ち
向
か

う
こ
と
な
ど
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

踏
破
鍛
練
「
そ
え
だ
立
志
の
道
」

「そえだドリームプロジェクト９年構想」

心と体を鍛える１泊２日の踏破鍛練

生
で
は
食
べ
て
い
な
い
生
徒
の
割
合
が
増

加
。
平
日
の
授
業
以
外
の
勉
強
を
し
な
い

や
平
日
に
１
日
４
時
間
以
上
メ
ー
ル
や
ネ

ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
で
は
小
学
生

に
比
べ
中
学
生
に
な
る
と
高
く
な
り
ま
す

が
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
土
・
日

や
休
み
の
日
の
学
習
を
全
く
し
な
い
や
読

書
を
し
て
い
な
い
と
い
う
質
問
で
は
、
全

国
を
大
き
く
上
回
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

家
で
宿
題
を
し
た
り
、
言
わ
れ
た
こ

と
を
努
力
し
よ
う
と
し
た
り
す
る

傾
向
の
よ
う
で
す
が
、
自
分
で
計
画
的
に

学
習
を
進
め
た
り
、
自
主
的
に
取
り
組
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
傾
向
で
す
。
児

童
生
徒
の
現
状
を
踏
ま
え
、
家
庭
と
学
校
、

地
域
が
情
報
を
共
有
し
、
学
力
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

添
田
町
で
は
、
福
岡
県
教
育
庁
か
ら

学
力
向
上
推
進
強
化
市
町
村
の
指

定
を
受
け
て
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
に
組
織
し
た
学
力
向
上
推

進
委
員
会
お
よ
び
学
力
向
上
検
証
委
員
会

を
中
心
に
、
今
後
も
各
学
校
で
学
力
向
上

プ
ラ
ン
を
着
実
に
進
め
、
確
か
な
学
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学力向上・学習状況改善
課題解決へ向けて

※国語Ａ：基礎、国語Ｂ：活用、算数・数学Ａ：基礎、算数・数学Ｂ：活用

↑ＪＲ彦山駅から２日間の踏破鍛練がスタートしました

↓「みんなで一緒に頑張るぞ」

→鷹巣原高原ではススキが
見ごろでした

↑友だちと励まし合い、踏破した２日間



　平成28年度の上半期
（４月１日～９月30 日）
の予算執行状況は、一
般会計と特別会計、企
業会計を合わせた収入
額が38 億5,267万円で
収入率は41.7％、支出
額は 36億736万円、執
行率は39.0％となって
います。

47.0 後期高齢者医療          8,313 万円  １億 7,698 万円 27.9         4,941 万円

46.2 水  道  事  業   １億　460 万円 （歳入）   ２億 2,642 万円
 （歳出）   ２億 2,876 万円 27.4         6,261 万円

     　2,930 万円 バ  ス  事  業      　2,137 万円 72.9      　 1,194 万円 40.8

　　     143 万円 住宅新築資金等貸付 　　       64 万円 44.8                ２万円   1.4

 国 民健康保険 35.2 17 億 5,697 万円  6 億 1,870 万円 42.4  ７億 4,477 万円

39.0  36 億　736 万円41.7合　 　計  38 億 5,267 万円 （歳入）   92億3,683万円
 （歳出）   92億3,917万円

収入額予算額区　　分 収入率 (％ )
 30 億 2,423 万円 42.9  27 億 3,861 万円 38.9 70 億 4,573 万円一 般 会 計

支出額 執行率 (％ )

特
別
会
計

区　　分 歳入・歳出 歳入歳出差引

国民健康保険事業

住宅新築資金等貸付事業

バス事業

後期高齢者医療

水道事業

　16億　936万円
16億 8,635 万円

396 万円
385 万円
3,072 万円
3,039 万円

１億 7,577 万円
１億 7,484 万円
２億 1,131 万円
１億 8,957 万円

（歳入）
（歳出）
（歳入）
（歳出）
（歳入）
（歳出）
（歳入）
（歳出）
（歳入）
（歳出）

▶特別会計・企業会計

△ 7,699 万円

11万円

33万円

93万円

2,174 万円

▶平成28年度予算執行状況
　特定の事業を行うために一般会計とは別に設置さ
れる特別会計と水道事業に設置されている企業会計
は、皆さんが支払う保険税や使用料で運営されてい
ます。平成27年度は、国民健康保険事業で 7,699 万
円の赤字決算となり、昨年度
に引き続き、大変厳しい
状況に直面しています。

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率
は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は参考
に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

添 田 町健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

－
（△2.77％）

－
（△11.39％）

15.00％

20.00％

350.0％

25.0％6.7％

－
（△47.8％）

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある

経常収支比率

99.9％

平成26年度

99.8％

平成27年度

添田町水道事業 経営健全化基準

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

資金不足比率

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率 20.00％－

（△217.5％）

　財政状況を早期に把握し、破綻の未然防止や財政
構造の弾力性を示す、健全化判断比率と資金不足比
率、経常収支比率を公表します。

自主財源（24.6％）

町税
6億

4,606 万円
（8.9％）

地方交付税
33億 9,796 万円
（46.8％）

国庫支出金
７億 682万円
（9.7％）

県支出金
５億 788万円
（7.0％）

町債
５億

8,730 万円
（8.1％）

自動車取得税交付金、
地方特例交付金 など
2,690 万円（0.4％）

分担金・負担金
6,072 万円（0.8％）

財産収入
3,389 万円（0.5％）

諸収入
１億 3,373 万円
（1.8％）
使用料・手数料
１億 6,268 万円
（2.3％）

地方消費税交付金
１億 8,481 万円
（2.5％）

地方譲与税
6,681 万円（0.9％）議会費

9,960 万円（1.4％）

総務費
11億 610 万円
（15.5％）

民生費
19億 5,521 万円
（27.5％）

農林業費
５億 7,796 万円（8.1％）

土木費
6億 2,125 万円
（8.7％）

公債費
13億 9,497 万円
（19.6％）

教育費
５億 496万円
（7.1％）

商工費
１億 4,120 万円（2.0％）

災害復旧費ほか
7,919 万円（1.1％）

歳入
72億
6,162万円

町の財政状況の公表

繰越金
6,230 万（0.9％）

依存財源（75.4％）

繰入金、寄附金
６億 8,376 万円
（9.4％）

衛生費
３億 7,364 万円

（5.3％）

歳出
71億
1,425万円

　消防費
２億 6,017 万円
（3.7％）

決
算
の
概
要

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算

額
は
、
72
億
６
１
６
２
万
円
（
対
前
年
度

比
１
億
５
４
８
０
万
円
減
）、歳
出
決
算
額

は
71
億
１
４
２
５
万
円
（
対
前
年
度
比
１

億
４
９
８
６
万
円
減
）
で
、
差
引
額
１
億

４
７
３
７
万
円
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計

と
企
業
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

20
億
３
１
１
２
万
円
（
前
年
度
比
３
億
５

４
８
万
円
増
）
で
、
歳
出
総
額
20
億
８
５

０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
億
１
７
４
９
万

円
減
）
と
な
り
、
差
引
額
は
５
３
８
８
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計

と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳

入
歳
出
差
引
の
９
３
４
９
万
円
か
ら
一
般

会
計
の
翌
年
度
繰
越
事
業
充
当
財
源
の
２

２
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
７
１
４
９
万

円
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
確
保
が
課
題

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
施
設
の
使
用

料
な
ど
、町
が
自
分
の
力
で
収
入
す
る「
自

主
財
源
」
と
国
や
県
か
ら
交
付
を
受
け
る

「
依
存
財
源
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

割
合
は
、
自
主
財
源
が
24
・
6
％ 

、
依
存

財
源
が
75
・
４
％
で
依
存
財
源
に
占
め
る

割
合
は
依
然
高
い
状
況
で
す
。。

　

町
税
の
収
入
額
は
、
6
億
４
６
０
６
万

円
で
、
予
算
額
に
対
し
、
６
１
６
万
円
の

増
、
前
年
度
に
比
べ
、
７
１
２
万
円
（
１
・

１
％
）
の
減
収
。
徴
収
率
は
滞
納
対
策
の

抑
止
力
に
よ
り
、98
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き

る
た
め
、
今
後
も
徴
収
努
力
な
ど
に
よ
っ

て
、
税
収
な
ど
の
自
主
財
源
を
上
げ
る
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳
出
の
主
な
事
業

　

昨
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
旧
三

崎
地
区
に
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
一

戸
建
て
定
住
住
宅
の
整
備
を
行
い
、
６
世

帯
が
入
居
。
農
林
業
費
で
は
、
道
の
駅
歓

遊
舎
ひ
こ
さ
ん
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
添
田
町
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
基
づ
き
、
小
学
生

向
け
の
歴
史
テ
キ
ス
ト
・
添
田
町
歴
史
副

読
本
「
知
っ
て
る
？
添
田
町
の
歴
史
」
や

歴
史
・
自
然
に
恵
ま
れ
た
岩
石
山
や
添
田

公
園
、
添
田
本
町
地
区
を
紹
介
し
た
「
岩が
ん

石じ
ゃ
く
も
ん

者
」
と
「
岩
石
山
・
山
の
ぼ
り
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

　

平
成
27
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
財
政
破

綻
防
止
を
目
的
に
示
さ
れ
る
健
全
化
判
断

比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結
果
は
、

下
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回

り
、
比
較
的
健
全
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
99
・
８
％
と
以

前
と
し
て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
実
な
確
保
に

努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
更
な
る

事
業
事
務
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

決算決算
報告報告
決算
報告
　平成27年度の決算がまとまりました。
歳入歳出差引から翌年度繰越事業充当財
源を引いた実質収支は、一般会計が１億
715 万円の黒字、特別会計・企業会計が
5,388万円の赤字。合計7,149万円の黒字
決算となりました。今月号では、平成27年
度に皆さんから納められた税金や、国・県
から入ったお金がどのように使われたの
かを報告します。

平成27年度　まちの財政状況

▶一般会計歳入▶一般会計歳出

平成28年９月30日現在の上半期予算執行状況をお知らせします。 特定の事業を行う特別会計は、皆さんが支払う保険税や使用料で運営されています。

５　広報そえだ（平成 28年 11月号） 広報そえだ（平成 28年 11月号）　４
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７　広報そえだ（平成 28年 11月号）

　寒波の影響などで、
例年に比べ、宅内漏水
の件数が増えています。
定期的な漏水確認をお
願いします。
　確認方法は、全ての
蛇口を閉めて、家の外
にある水道メーターの
パイロットが回ってい
ればどこかで漏水して
いる可能性があります。
漏水しているときは役
場に連絡をして対処法
を確認してください。

　11月12日から25日までは「女性に対する
暴力をなくす運動」期間です。夫・パート
ナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為など、
女性に対する暴力は、女性の人権を著しく
侵害するものです。
相談は無料で、秘
密厳守されます。
ＬＧＢＴ（性的少
数者）や、性暴力
に関する相談ダイ
ヤルも気軽に活用
してください。

【女性問題専門相談】

　女性問題に婦人相談員が応じます
　▷相談時間　平日　8時30分～17時15分
　▷相談番号　☎ 42-4850

【福岡県配偶者からの暴力相談】

　▷相談時間　平日　17時～24時
　　　　　　　土日祝日　９時～24時
　　　　　　　※年末年始は除く。
　▷相談番号　☎ 092-663-8724

【福岡県あすばる女性相談ホットライン】

　家族や対人関係、心とからだ、職業や法
律、ＤＶなどの女性の悩みを受け付けます。
　▷相談時間　平日　９時～17時
　　　　　　　（金曜は18時～20時30分も相
　　　　　　　談できます）
　　　　　　　※お盆・年末年始は除く。
　▷相談番号　☎ 092-584-1266

【ＬＧＢＴ（性的少数者）のＤＶ被害相談】

　▷相談時間　第２火曜　12時～16時
　　　　　　　第４火曜　17時～20時
　　　　　　　※祝日・年末年始は除く。
　▷相談番号　☎ 080-2701-5461

【性暴力被害者支援相談】

　▷相談時間　24時間365日（年中無休）
　▷相談番号　☎ 092-762-0799

問 教育委員会社会教育課人権同和啓発室
　 男女共同参画推進係（☎ 82-5800）

ひとりで悩んでいませんか

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です

定期的に確認してください

「漏水」していませんか

問 役場水道課管理係（☎ 82-5961）

パイロット

　福岡県では平成28年10月１日から「乳幼児医療制度」の名
称が「子ども医療制度」に変更されました。それに伴い、添
田町でも医療証の様式が変更されるため、対象となる人には
12月上旬に新しい医療証を郵送します。届き次第、現在使用
している医療証は破棄し、新しい医療証を利用してください。
▶対象者　乳幼児医療証、子ども医療証を持っている人
※医療証の変更に伴う申請手続きなどは必要ありません。
▶受給方法　変更はありません

医療証の様式が変更されます

子ども医療証を送付します

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

ラベンダー
色の用紙で
す

名称が統一
されました

変更前 変更後

Ｊアラート

※全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）とは、他国などからの弾道ミサ
イル情報や緊急地震速報など、対処
に時間的余裕のない事態に関する情
報を、人工衛星を用いて国（内閣官
房・気象庁から消防庁を経由）から
送信し、町の防災無線のスピーカー
を自動起動することで、国から住民
の皆さんへ緊急情報を瞬時に伝達す
るシステムです。

 ◆防災無線のスピーカーから放送されます

11月29日火≫≫地震や武力攻撃発生時に備えた全国一斉放送訓練

　大災害や緊急事態発
生時に備え、全国瞬時
　警報システム（Ｊア
　ラート）を使用した
　　自動放送訓練が全
　　国一斉に実施され
　　ます。町でも町内

　　　に設置している防災無線のス
　　　ピーカーから下記の内容が放
　　　送されますので、皆さんのご

理解とご協力をお願いします。今回
行うのは放送訓練です。特に皆さん
が行動する必要はありません。
◉全国瞬時放送システム（Ｊアラー
ト）放送訓練
▷とき　11月29日火　11時ごろ
①開始チャイム
②「これはテストです」
③「こちらは防災添田町です」
④終了チャイム

添田町消防団

問 役場防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

　まで各分団による清掃活動と歓遊
　舎ひこさん駐車場での街頭キャン
　ペーン
※期間中は毎日、17時に防災無線に
よる啓発放送を行います。

安心安全の
まちづくり

　熊本地震から半年が経過し、被災地では
少しずつではありますが、復興への道のり
を歩んでいます。町では、いつ、どこで起
こるかわからない災害や緊急事態などに備
えて、関係機関と連携し、安心安全なまち
づくりを進めています。

 ◆火の元に十分注意してください

全国一斉秋の火災予防運動

　11月９日から15日まで、全国一斉
に秋の火災予防運動が実施されます。
秋から冬にかけては、空気が乾燥し、
強風による大火災や林野火災の発生
が多くなります。火の元を十分確認
し、添田町から火災を出さないよう
注意しましょう。
　期間中を中心に添田町消防団では、
巡回や巡視、啓発活動などを行いま
すので、ご協力をお願いします。

◉車両巡回　消防車両による町内啓
発パレード
▷とき　11月９日水　８時30分から
◉分団巡視　各分団による夜間警戒
および管轄区域の見守り
▷とき　11月12日土　19時30分から
◉啓発活動　清掃活動や街頭キャン
ペーンによる火災予防の呼びかけ
▷とき　11月20日日　9時から
▷内容　各場所から歓遊舎ひこさん

 ◆防災関係機関と住民が一致団結します

12月４日日≫≫平成28年度田川地区総合防災訓練

　田川市郡８市町村消防団や田川地
区消防本部、陸上自衛隊など防災関
係機関と地域住民が協力し、風水害
や大規模地震の発生に備えた防災訓
練を添田町で行います。
　この訓練は、大災害発生時に被害
を最小限に食い止めるため、関係機

関との連携強化、また、地域の皆さ
んの防災意識の向上を目的に行われ
ます。
◉田川地区総合防災訓練
▷とき　12月４日日　10時から
▷ところ　そえだサン・スポーツラ
　ンド一帯

田川地区合同訓練

↑添田町婦人会による炊き出し訓練（平成25年度）

広報そえだ（平成 28年 11月号）　６



　男性や子供た

ちにも、料理へ

の興味を持って

もらおうと10月

１日、オークホ

ールで料理教室

が開催されまし

た。今回は飲食

店や食進会の皆

さんを講師に迎

え、小学生 5人を含む男女20人が魚を使った料理に挑戦。

それぞれが包丁を使って魚を捌
さば

き、刺身や煮つけ料理の

ほか、味噌汁などを作り、おいしそうに試食しました。

添田町老人クラ

ブ連合会主催の

秋のスポーツ大

会が10月14日、

そえだサン・ス

ポーツランドと

そえだドームで

行われ、約 200

人がゲートボー

ルとグラウンド

ゴルフ、輪投げに参加しました。日ごろの練習の成果や

チームワークを十分に発揮し、ボールを打ったり、投げ

たり、グラウンドを走ったりと楽しい一日となりました。

９　広報そえだ（平成 28年 11月号） 広報そえだ（平成 28年 11月号）　８

男女共同参画事業で料理教室

アジとタイで魚料理に挑戦しました

My Town Topics　問 役場まちづくり課（☎ 82-5964）

まちの話題
My Town Topics

　福岡県立東鷹高校３年の髙瀬寛人さん (上

津野) と同校講師の杉本京介さん(豊川) が10

月７日から岩手県で開催された希望郷いわて

国体にレスリングで出場しました。高校入学

後にレスリングを始めた髙瀬さんは、厳しい

練習を重ね、高校最後となる試合で見事出場。

添田出身の杉本さんは、母校東鷹高校の講師

として、後輩を指導しながら選手としても活

躍しています。惜しくも２回戦で敗れた両者

でしたが「全国レベルの選手と互角に渡り合

えた」と髙瀬さんが語ると杉本さんは「今回

は準備不足。次はしっかり心技体を作りたい」

と４年後の東京五輪出場を見据えていました。

希望郷いわて国体に出場

名門レスリング部から全国へ↓高校 3年生の髙瀬さん㊧は「父のような立派な農家になりたい」と将来の夢を語っていました

英彦山修験道トレイルラン in 東峰村

完走率約20％、厳しい修験道

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

10 月２日、そえ

だサン・スポー

ツランドなどで

添田町地区公民

館対抗球技大会

が行われ、早朝

からソフトボー

ルに12チーム、

グラウンドゴル

フに20チームが

参加し汗を流しました。どのチームも地域が一丸となり、

チームワークを発揮してプレーした結果、優勝はグラウ

ンドゴルフ＝庄東、ソフトボール＝野田となりました。

地区公民館対抗球技大会

地域一丸となったチームワーク発揮

↑グラウンドゴルフで狙うは、ホールインワン

日・独・米オオカミフォーラム2016

オオカミと人は共存していけるか

↑管理や補償の問題など、多くの質問がでました

　10月18日、添

田公園内の戦没

者慰霊塔前で添

田町戦没者慰霊

祭が行われ、遺

族や来賓など約

80人が参列しま

した。式典では、

髙瀬知惠子遺族

会会長が「日本

の平和と繁栄は、尊い犠牲の上に築かれていることを忘

れてはならない」と挨拶。その後、献吟や献花が行われ、

戦没者の冥福と恒久の平和を参列者全員で祈念しました。

添田町戦没者慰霊祭

戦没者892人の冥福と恒久平和を祈る

↑慰霊塔前に菊の花をささげ、平和を祈念しました

　10月２日、添田町も後援し、九州トレイル

ランニング協会が主催した「英彦山修験道ト

レイルin東峰村」が行われました。トレイル

ランニングとは、未舗装の登山道や林道を走

るスポーツで、寺西町長がスターターとなり、

参加した252人が、ロングコース（36km）とショ

ートコース（24.5km）に分かれ走り出しました。

スタートから約10キロ地点の深倉園地に設け

られた休憩ポイントでは、添田町の名物よう

かんやりんご、めんべいを振る舞いました。

各コースの１位は、ロング／高木順也さん（熊

本県）、ショート／河野健一さん（福岡市）、シ

ョート女子／白仁田理恵さん（福岡市）でした。

老人クラブ連合会秋のスポーツ大会

スポーツの秋、元気あふれるプレー

↑輪投げではねらいを定めて慎重にプレーしました↑教わりながら、慎重にアジを捌いていく参加者

①一斉にスタートを切る

参加者②深倉園地で、よ

うかんやめんべいなどを

食べ休憩③険しい山中を

走ります④完走した喜び

を分かち合っていました

　10月23日、町

民会館で、一般

社団法人日本オ

オカミ協会主催

の「日・独・米

オオカミフォー

ラム 2016」が行

われました。ア

メリカやドイツ

での放狼や、そ

の効果、人とオオカミが共存している事例などを紹介。

丸山会長は「まずは、怖いイメージが定着しているオオ

カミの真実を知ってもらいたい」と話していました。

①

②④

③

　冬山シーズン

の到来を前に10

月13日、田川地

区消防署と田川

警察署が英彦山

で合同山岳訓練

を行いました。

鷹巣原駐車場に

集合した隊員た

ち30人は、英彦

山神宮奉幣殿や大南神社、南岳などを歩きながら、携帯

電話の電波状況や登山道に危険な場所がないかを改めて

確認するなど、両署が連携して冬山に備えていました。

消防署・警察署合同山岳訓練

冬山シーズンを前に、登山道の確認

↑危険が多い冬山。十分な安全対策をお願いします

くるみフェスティバル

保育園で食べて遊んだ秋祭り

　10 月 15 日、くるみ保育園の体育館でくる

みフェスティバルが行われました。ハロウィ

ンのカボチャや、お化けなどのキャラクター

で飾りつけをされた会場で、子どもたちは射

的やわなげ、ヨーヨー釣りなどで大盛り上が

り。飲食ブースでは、カレーやかき氷、石窯

で焼いたピザなどが販売され、来場者みんな

が楽しんでいました。後半は、英彦山こてん

ぐ塾生による活動の報告のあと、全員でダン

スを踊り、豪華な景品が当たる抽選会も行わ

れました。また、くまもんのトートバッグが

販売され、売り上げはみんなの願いを込めて

熊本地震の被災地支援にあてられました。

①よく狙って、射的に挑

戦②こてんぐ塾が活動発

表しました③「カレーは

いかがですか」④抽選会

で当たった豪華な景品⑤

熊本地震の被災地に届け

③

④

①

②

⑤
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◉
俳
句
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

12
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。11
月

16
日
水
ま
で
に
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
広
報
係
（
☎
82
―
５
９
６
４
）

文
芸
歳
時
記

英
彦
山
ゆ
楓
や
櫨は

ぜ

の
彩
づ
き
て

　
　
　
　

山
の
よ
そ
ほ
ひ
秋
に
向
か
ひ
て　

平
井　

朝
子

裏
庭
ゆ
カ
ボ
ス
採
り
来
て
酢
を
搾
る

　
　
　
　
　
　
　

娘
や
孫
の
顔
を
思
ひ
て　

木
村　

寛
子

冬
晴
れ
に
誰
に
も
会
は
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

飛
行
機
雲
が
白
き
線
引
く　

荒
巻
ミ
サ
子

運
動
会
い
つ
も
の
馳
走
待
つ
孫
に

　
　
　
　
　
　

弾
む
手
栗
の
鬼
皮
を
剥
く　

福
富　

廣
枝

【
短
歌　

投
稿
】

命
日
は
体
育
の
日
と
我
は
決
め

　
　
　
　
　

依
田
の
夢
な
る
日
章
旗
揚
ぐ　

濵
田
イ
サ
オ

【
川
柳　

投
稿
】

東
京
都
で
も
あ
の
始
末
我
が
町
は　
　
　
　

濵
田
イ
サ
オ

【
俳
句　

投
稿
】

天
髙
し
な
に
は
と
も
あ
れ
日
向
ぼ
こ　
　
　

村
岡　

清
香

新
豆
腐
の
貼
り
紙
揺
ら
ぐ
奥
三
河　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

ふ
る
里
の
山
並
円
し
野
菊
晴　
　
　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

天
領
の
苔
む
す
垣
や
天
高
し　
　
　
　
　
　

柴
田　

一
世

白
銀
の
雨
も
ま
た
佳
き
花
野
径　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

道
草
や
落
ち
る
木
の
実
の
通
学
路　
　
　
　

立
花　

克
明

【
俳
句　

添
田
福
寿
句
会
】

老
ま
じ
く
心
の
ま
ゝ
に
天
高
し　
　
　
　
　

鶴
原　

幸
江

虫
の
音
の
ふ
っ
と
や
み
た
り
雨
の
音　
　
　

渡
辺　

恵
美

里
山
を
盛
あ
げ
燃
ゆ
る
櫨つ

た

紅
葉　
　
　
　
　

安
藤
は
じ
め

熟
柿し

落
つ
鳥
獣
何
時
か
さ
っ
ぱ
り
と　
　
　

熊
谷
ト
シ
エ

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

蜻せ
い
れ
い蛉

の
あ
と
に
ひ
と
す
じ
風
を
み
る　
　
　

諌
山　

静
香

相
対
性
理
論
抱
え
て
蛇
穴
へ　
　
　
　
　
　

池　
　

三
太

薄
野
の
足
お
ぼ
つ
か
な
卒
の
坂　
　
　
　
　

安
永　

藻
香

言
い
出
せ
ぬ
事
も
あ
り
け
り
秋
な
す
び　
　

石
谷
タ
ツ
子

雁
来
紅
友
の
残
せ
し
白
い
椅
子　
　
　
　
　

牧
野
八
寿
子

相
打
ち
の
剣
士
の
声
も
爽
や
か
に　
　
　
　

松
尾　

揚
子

こ
の
皿
は
一
子
相
伝
み
ず
ひ
き
草　
　
　
　

森
田　

竹
子

燃
ゆ
る
だ
け
燃
え
て
向
日
葵
立
ち
す
が
れ　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

西
空
の
没
り
陽
の
燃
え
の
彩
深
し

　
　
　
　
　

今
日
の
一
日
も
安
く
終
ら
む　

大
塚　

成
子

刈
り
取
り
を
終
へ
し
田
の
面
に
ひ
こ
ば
え
は

　
　
　
　
　

青
く
伸
び
ゆ
き
白
鷺
を
呼
ぶ　

五
十
嵐
田
鶴

11月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

れ

まちのホットNews

浦野 愛
あいな

菜ちゃん 
11 月 17日生 ❷・真木

兄姉の中で一番気が強くて声が
とにかくデカいおてんばちゃん
♥あいならしく元気に育ってね
　パパママより★

上田 理
りお

央ちゃん 
11 月４日生 ❷・伊原

２歳の誕生日おめでとう！少しや
んちゃな女の子だけど笑顔の素敵
な理央ちゃん♡これからもお兄ち
ゃんと仲良くね。パパ･ママより

ゆいちゃん、お誕生日おめでと
う♥笑顔が、かわいいゆいちゃ
ん、これからもいっぱい笑って
見せてね♥

木村  唯
ゆい

ちゃん 
11 月 28日生 ❸・町二

山本 愛
かなこ

子ちゃん 
11月25日生 ❸・真木

最近はお手伝いも出来るように
なって、すっかりお姉ちゃんに
なったね。来年は幼稚園デビュ
ー楽しみだね！

宗近 透
とうま

真ちゃん 
11 月３日生 ❶・町三

★透真君１歳のお誕生日おめで
とう★甘えん坊で汗かきな可愛
い透真君♪お兄ちゃんとずっと
仲良しでいてね☆

上田 柚
ゆずき

希ちゃん 
11 月 25日生 ❸・伊原

あっという間に３才！いつもお
兄ちゃん、お姉ちゃん達に可愛
がってもらえて嬉しいね♡幸せ
者♡おめでとー！

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

12月生まれは11月16日水までに送信または持参ください。
問 役場まちづくり課広報係（☎ 82-5964）

◎３歳までのお子さん募集中

ピアノの音色にうっとりしました
添田音楽愛好会による小中学生音楽鑑賞会

　子どもたちに林業体験学習などを行っている添田町林業クラブ

（小田宣和会長）を講師に９月 29 日、津野小学校３・４年生の児

童が木工作業に挑戦しました。児童たちは

細長い角材を電動糸のこぎりを慎重に使っ

て、まっすぐ切ったり、斜めに切ったりし

てつなぎ合わせて、ロボットや船、動物な

ど、思い思いの作品を作っていました。

１本の角材から作る思い思いの作品
津野小学校で林業体験学習

　10月25日、オークホールでシニアパワーアップ塾が行われ、日

本赤十字社の職員を講師に災害時高齢者生活支援講習を受講しま

した。塾生の皆さんは、災害時の避難生活

が高齢者に及ぼす影響や避難生活で役に立

つポリプロピレン製の袋を使った炊き出し

体験や風呂敷やタオルケットでリュックサ

ックや防寒着を作る方法などを学びました。

災害時に自分たちができる支援を学ぶ
シニアパワーアップ塾災害時生活支援講習

↑４人でピッタリと息を合わせ、１つの曲を演奏していました

　　10月13日、オークホールで町内の小中学生約780人を対象に、

ピアノのクラシックコンサートが行われました。町内出身の演奏

者たちがベートーヴェンの「エリーゼの

ために」や、エルガーの「威風堂々」な

ど 11曲を演奏。人気アイドルグループの

曲が演奏され始めると、歌を口ずさんで、

会場全体が一体となり楽しんでいました。

↑木に穴をほり、こみ栓をしてつなぎ合わせ、作品の完成です

↑耐熱袋を使って、炊き込みご飯と野菜スープを作りました



　

ー
ル
（
大
任
町
）

▼
定
員　

12
人
（
予
約
優
先
）

▼
受
付
時
間　

平
日
10
時
〜
16
時

問 

筑
豊
京
築
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
予

　

 

約
電
話
（
☎
44
―
２
５
３
０
）

　

男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
相
談
し
や
す

い
よ
う
に
、
男
性
の
臨
床
心
理
士
を

相
談
員
に
配
置
し
、
電
話
相
談
に
応

じ
る
ほ
か
、
予
約
に
よ
る
来
所
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
時
間　

毎
週
水
曜
・
木
曜
＝

　

17
時
〜
20
時
、金
曜
＝
12
時
〜
16
時

問 

相
談
電
話
番
号

　

 

（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）

【
採
用
説
明
会
】

▼
と
き　

11
月
12
日
土
、
13
日
日　

　

10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

糸
田
町
文
化
会
館
・
町

　

民
体
育
館
地
区（
糸
田
町
）、
自
衛

　

隊
飯
塚
地
域
事
務
所
（
飯
塚
市
）

※
糸
田
町
文
化
会
館
は
12
日
土
の
み
。

▼
説
明
内
容　

自
衛
隊
の
概
要
と
募

　

集
内
容
の
説
明
、
質
疑
応
答

【
２
次
募
集
採
用
試
験
】

▼
と
き　

11
月
26
日
土

▼
種
目　

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

▼
受
験
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日

　

時
点
の
年
齢
が
、
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
男
子

▼
受
付
期
限　

11
月
16
日
水

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験
】

▼
と
き　

平
成
29
年
1
月
21
日
土

▼
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一

　

般
採
用
）

▼
受
験
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日

　

時
点
の
年
齢
が
、
15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
の
男
子

▼
受
付
期
限　

平
成
29
年
１
月
６
日
金

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

毎
年
11
月
11
日
〜
17
日
の
「
税
を

考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
や
役
割
、
税
務
行

政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
と
も
に
、
国
の
基
本
と
な
る
税

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
く

ら
し
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

田
川
税
務
署（
☎
44
―
０
４
３
０
）

　
「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け

れ
ど
個
人
住
民
税
は
し
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
県

内
全
市
町
村
は
、
平
成
29
年
度
課
税

分
か
ら
次
の
取
り
組
み
を
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

①
特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
主
を
対

　

象
に
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定

　

を
徹
底

②
す
で
に
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い

　

る
事
業
主
も
、
普
通
徴
収
と
し
て

　

い
る
従
業
員
の
特
別
徴
収
へ
の
切

　

り
替
え
の
徹
底

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
29
年
１
月
に

提
出
す
る
給
与
支
払
報
告
書
か
ら
、

全
て
の
事
業
主
の
普
通
徴
収
に
関
す

る
取
扱
い
と
事
務
手
続
き
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
。

問 

手
続
き
に
関
す
る
こ
と
＝
役
場
住

　

 

民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

 

制
度
に
関
す
る
こ
と
＝
福
岡
県
税

　

 

務
課
（
☎
092
―
643
―
３
０
４
９
）

　

添
田
町
で
は
、

福
岡
県
や
県
内

市
町
村
と
連
携

し
、
個
人
住
民

税
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
税
の

徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
の
縮
減
を
図

る
た
め
、
12
月
を
「
県
下
一
斉
徴
収

強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
県
下
一

斉
に
広
報
に
よ
る
納
税
推
進
、
滞
納

者
に
対
す
る
催
告
の
強
化
、
差
押
等

の
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
様
々
な
徴

収
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
の
税
金

が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

税
金
の
種
類
に
応
じ
て
、
各
市
町
村

ま
た
は
県
税
事
務
所
の
収
納
窓
口
と

な
り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　

 

（
☎
８
２
―
１
２
３
４
）

　

残
業
が
多
い
、
休
み
が
も
ら
え
な

い
、
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
、
職
場

で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
労
働
問
題
で
、
疑
問
や
心
配
ご

と
を
抱
え
て
い
る
事
業
主
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
13
日
日 

10
時
〜
18
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
、予
約
不
要
。

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者

の
心
の
ケ
ア
を
行
う
専
門
の
相
談
電

話「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」を
開
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くらしに役立つ情報満載 Information
自
衛
官
採
用
試
験
・
説
明
会

試
験
・
講
座

相
談

安心して暮らせるまちへ

人権擁護啓発強調月間

問 教育委員会社会教育課人権同和啓発室
　 （☎ 82-5800）

設
し
て
い
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
女
性
の
臨
床
心
理
士
が
丁
寧

に
お
聴
き
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜　

９
時

　

〜
17
時
45
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。　

問 

福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
相

　

 

談
電
話「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

　

 

（
☎
092
―
632
―
７
８
３
０
）

　

登
記
相
談
、
多
重
債
務
問
題
、
消

費
者
問
題
、
成
年
後
見
な
ど
、
身
近

な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
26
日
土 

10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

Ｏ
Ｔ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ

　12月 1日木～31日

土は「人権擁護啓発

強調月間」です。人

権が尊重され、安心

して豊かに暮らせる

まちを目指し、町で

は、期間中次のよう

な取り組みを行って

います。主な人権課題は、同和問題や女性・子

どもの問題、高齢者の問題、障がい者の問題、

外国人・アイヌの人々の問題などです。一人ひ

とりが協力し、人権のまちづくりをすすめまし

ょう。

○期間中の主な取り組み

・広報紙による啓発

・全世帯に啓発チラシを配布

・町内主要箇所に啓発のぼり旗・懸垂幕を設置

・スーパー前など 6カ所で街頭啓発

・公共出先機関など13カ所で職場啓発

・人権ポスター・標語の展示

・人権講演会の開催　など

　　  人権講演会
　　　  （男女共同参画、隣保館共同開催）

◆と　き　12月２日金　18時30分～

◆ところ　オークホール

　　　　　（そえだ公民館）

◆入場料　無料

◆講　師　辛
しんすご

淑玉 さん

◆テーマ　

「騙
だま

されたものの責任」

―知らなかった、教えても

らえなかった、は無罪では

ない時代―

※手話通訳、託児あり（11月

25日金までに要予約）

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

税
・
滞
納

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

税
を
考
え
る
週
間

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
！

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間

平成22年度から、英彦山の歴史や周辺に伝
わる祭礼について調査してきました。そ

の結果について報告します。

●歴史部門

◉とき　11 月5日土 13時30分～

◉ところ　オークホール　／　入場無料
◉報告者　英彦山調査員 元駒澤大学文学部教授
　　　　　長野　覺　氏

●民俗部門

◉とき　12 月3日土 13時30分～

◉ところ　オークホール　／　入場無料
◉報告者　英彦山調査員 福岡大学人文学部教授
　　　　　白川　琢磨　氏
問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）

５年間の調査結果を報告します

英彦山総合調査報告会
―歴史部門・民俗部門―

　　 
　　　 

犯
罪
被
害
者
電
話
相
談

「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

し
く
は
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

英彦山地域を盛り上げよう !!」を合言葉に、地
域に住む 40 歳代の皆さんが、まちおこしを

行う有限責任事業組合「英彦山地域デザイン．ＬＬ
Ｐ
※1

」を立ち上げました。　　　　
　組合では、インターネットで地域の魅力発信す
るため、英彦山総合情報サイト「英彦山ネット」
（http://hikosan.net/）を開設。英彦山を中心に
添田町のイベント情報や特産品などの情報を掲載
しています。詳しくは、添田町役場の公式ホーム
ページ右下にあるバナーをクリックしてください。
問 英彦山地域デ
ザイン．ＬＬＰ
（☎ 31-4696）

◉英彦山 地域デザイン .LLP
　　英彦山総合情報サイト

  英彦山ネット
　　 ～地域の魅力を配信しています～

「

※１…ＬＬＰとは、株式会社や有限会社などと並ぶ、「有限責任事業組合」
　　　という新たな事業体で、内部組織が柔軟などの特徴があります



○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
古
谷
秋
雄
（
上
落

　

合
一
）▽
白
石
英
雄（
桝
田
）▽
荒
川

　

博
信
（
野
田
）▽
岩
田
廣
伸（
添
田

　

東
）▽
熊
谷
悦
子（
添
田
中
）
▽
大

　

谷
眞
由
美
（
伊
原
）
▽
宮
城
盛
史

　
（
庄
西
）
▽
坂
本
タ
ヱ
（
大
任
町
）

　

▽
松
本
昌
一
（
岐
阜
県
）

▼
初
盆
返
し　

▽
植
田
シ
キ
ヨ
（
糸

　

田
町
）

▼
一
般
寄
付　

公
益
社
団
法
人
田
川

　

法
人
会
（
田
川
市
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）

　

  　

 

（
平
成
28
年
10
月
14 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

日
現
在
）

 楽しいイベントも行います

第21回
英彦山男魂祭
問 役場まちづくり課観光係
　 （☎ 82-1236）

秋の読書週間特別展

添田町出身のイラストレーター
イシカワチヒロイラスト展

　

天
狗
に
さ

ら
わ
れ
た
地

域
の
人
を
チ

ー
ム
で
協
力

し
て
助
け
出

そ
う
。
児
童

館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
添
田
公
園
や
そ

え
だ
ジ
ョ
イ
な
ど
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
19
日
土 

13
時
〜
16
時

 　
（
受
け
付
け
12
時
30
分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
、
11
月
26
日
土

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
定
員　

30
人
／
参
加
費
無
料

▼
応
募
方
法　

小
学
校
か
ら
配
布
す

　

る
申
込
票
に
記
入
し
、
児
童
館
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
締
切
り　

11
月
12
日
土

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
15
日
に
結
果
を
電
話
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
協
賛　

一
般
財
団
法
人
住
友
生
命

　

福
祉
文
化
財
団

※
本
事
業
は
「
子
ど
も
の
た
め
の
児

童
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
業
」
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

児
童
館
（
☎
82
―
３
４
０
２
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
地
域
で

の
本
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般

戦
災
死
没
者
の
方
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
を

実
施
し
ま
す
。

▼
日
程　

平
成
29
年
１
月
19
日
木
〜

　

20
日
金
（
追
悼
式
は
１
月
19
日
木

　

15
時
〜
16
時
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

沖
縄
県
糸
満
市
「
福
岡

　

の
慰
霊
の
塔
」

▼
方
式　

無
宗
教
献
花
方
式

▼
参
加
資
格　

先
の
大
戦
に
お
け
る

　

沖
縄
地
域
で
の
本
県
出
身
の
戦
没

　

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

　

族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟

　

姉
妹
、
孫
お
よ
び
甥
・
姪
で
福
岡

　

県
在
住
の
人
）

▼
募
集
人
数　

20
人

▼
申
込
期
限　

11
月
25
日
金

問 
一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合

　

 
会
（
☎
092
―
761
―
０
０
１
２
）

　

平
成
28
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
の
指
名
手
配
者
は
、
約
730

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
殺
人
や
強
盗

な
ど
の
凶
悪
事
件
や
、
暴
行
、
傷
害
、

窃
盗
、
詐
欺
な
ど
で
手
配
さ
れ
、
再

び
犯
行
を
行
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の
早
期
検
挙

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

捜
査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
関

す
る
情
報
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
警
察

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
が
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
お
調
べ

し
ま
す
。
ま
た
、
罹り

災
し
た
共
済
契

約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限
り
速

や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本

部
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　

 

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７
）

▼
と
き　

11
月
27
日
日 

11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
医
師
会
館（
飯
塚
市
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容　

健
康
測
定
、
眼
科
検
診
、

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
災
害
や
糖
尿
病

　

に
関
す
る
講
演
会
な
ど

問 

あ
そ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
29
―
１
６
６
６
）

　

子
育
て
女
性
を
対
象
に
「
子
育
て

女
性
の
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
＆

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
in
田
川
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
２
日
金　

10
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー（
田

　

川
市
）
／
参
加
費
無
料

▼
内
容　

地
元
求
人
企
業
か
ら
の
説

　

明
、
仕
事
探
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ

　

ー
、
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
な
ど

▼
託
児　

先
着
20
人
（
要
予
約
）

※
履
歴
書
・
ス
ー
ツ
は
不
要
で
す
。

問 

福
岡
県
子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ

　

 

ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
６
８
１
）
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お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

くらしに役立つ情報満載 Information

　絶景広がる深倉園地

で美味しいものを食べ

ながら、秋の 1日を過

ごしませんか。旧英彦

中学校から無料送迎バ

スが出ます。

■とき　11月13日日　
男魂祭  11時～15時 30分／深倉園地

深倉大祭  10時～11 時／姥ヶ懐（主催：二区深倉観光協会）

　年間100万人の観光誘致を目指
す添田町は、観光振興による地域
活性化の取り組みや来訪者の満足

度を高める添田ブランドの創出などの取り組み
を進めています。今回、その一環として意見交
換会を行います。日ごろ皆さんが町の観光につ
いて思うことや、アイデアを聞かせてください。

▶とき　11月15日火　19時～20時30分
▶ところ　オークホール　研修室
▶対象者　観光に興味のある人や観光事業者、
　　　　　 商工業関係者など

▶参加費　無料

あなたもセミナーに参加してみませんか

観光客100万人大作戦
～これからの稼げる観光に向けて～

第42回
添田町総合文化祭

◉とき　11月26日土・27日日 ９時～16時
◉ところ　オークホール
　踊りや歌、大正琴、三味線などをステージ
で披露する芸能部門と、華道や書道、絵画、
手芸などの力作が並ぶ展示部門。今年も皆さ
んの磨き抜かれた芸や作品を、ぜひご覧くだ
さい。
問 オークホール（☎ 82-2559）

問 役場まちづくり課観光係（☎ 82-1236）

●人　口　10,449 人（ー29人）

●男　性　  4,931 人（ー14人）

●女　性　  5,518 人（ー15人）

●世帯数　  4,843世帯（ー14世帯）

●出生　７ 人

●死亡　16 人

●転入　13 人

●転出　33 人

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　11月15日火、12月６日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　11月９日水（13時～）、11月11日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　11月８日火、12月13日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　11月８日火（10時～）、24日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　11月２日水、12月７日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　９月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　９月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  自動車盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
１（±０）

今年の累計
０（±０）
０（ー１）
０（－３）
７（－１）

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

9（ー10）
０（±０）
７（＋５）

今年の累計
121（ー10）
０（±０）
47（＋17）

  車上ねらい

　館内清掃、設備点検のため
▶期間　11月29日火～12月２日金　
問 クアハウス（☎ 82-5601）

クアハウス休館
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福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

筑
豊
糖
尿
病
の
つ
ど
い

子
育
て
女
性
合
同
会
社
説
明
会

　添田町出身のイシカワチヒロさ
んが、絵本「みなみのしまのカウカ
ウ」を出版しました。絵本の原画と
その他イラストを展示します。期

間中はイラスト体験もできます。

▶とき　11月５日土～12月３日土
　　　　 10時～18時（土日祝日は17時まで）

▶ところ　町立図書館／入場料無料

▶とき　11月５日土、６日日、12日土、12月３日土
　　　　13時30分～15時30分
※ 11月12日土 14時～　イラスト展おはなし会

問 町立図書館（☎ 82-4800）

３ 土

●イシカワチヒロさんが来場します

添
田
の
宝
探
し

〜
天
狗
か
ら
地
域
の
人
を
取
り
戻
せ
〜

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

問
　

瀬
）

■編集後記　
▶久しぶりの編集後記です。イベント盛りだくさん
の添田町の秋ですが、取材先ではヤマメにシシ汁、
鹿肉、めんべい、英彦山サイダーに舌つづみ。食欲
の秋を満喫し、ウエスト周りが気になります。（小林）
福岡で友人と会いました。そして動画配信をしてい
る姿を１時間ほど眺めていました。画面に流れる文
章に向かい、友人は片時も休まず喋り続け、私は隣
でジュース。不思議とこれが落ち着くのです。（水上）



◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼
先
月
号
か
ら
の
つ
づ
き
で
順
天
堂
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
の

奥
村
康
先
生
の
講
義「
不
良
長
寿
の
す
す
め
」で
す
。
皆
さ
ん
も

健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
、〝
運
動
〞、〝
食
事
〞、〝
頭
を
使
う
〞

と
い
う
３
つ
の
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
自
ら
免
疫
力
を
高
め
、
が
ん
な
ど
の
病

気
に
な
ら
ず
に「
健
康
長
寿
」を
全
う
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。
▼
ま
ず
運
動
で

す
が
、50
歳
を
過
ぎ
る
と
、や
り
過
ぎ
は
禁
物
だ
そ
う
で
す
。若
い
こ
ろ
か
ら
運
動
を
し
て
、

い
か
に
元
気
な
人
で
も
運
動
の
し
過
ぎ
は
、
か
え
っ
て
健
康
を
悪
く
す
る
。
か
ら
だ
に
良

い
の
は
適
度
な
運
動
で
、
特
別
何
か
を
し
な
く
て
も
、
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
だ
け
で
も

運
動
に
な
り
、
気
分
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
毎
日
30
分

程
度
歩
く
こ
と
を
習
慣
づ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
食
事
で
す
が
、
粗
食
が
良
い
と
言
う

の
は
間
違
い
で
、
肉
で
も
野
菜
で
も
、
何
で
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
。
ま

た
、納
豆
、キ
ノ
コ
類
が
Ｎ
Ｋ
細
胞
（
わ
た
し
た
ち
の
体
に
毎
日
で
き
る
異
常
細
胞
を
や
っ

つ
け
る
細
胞
：
異
常
細
胞
が
変
化
す
る
と
が
ん
に
な
っ
た
り
す
る
）
を
活
性
化
す
る
。
キ

ノ
コ
類
は
、
特
に
活
性
化
す
る
βベ

ー
タグ

ル
カ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
血
栓
予
防
の

た
め
に
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
を
飲
ん
で
い
る
人
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
▼

免
疫
力
を
高
め
る
に
は
乳
酸
菌
が
良
い
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
動
物
性
乳
酸
菌
だ
け
で

な
く
、
ぬ
か
漬
け
・
キ
ム
チ
な
ど
の
漬
物
や
味み

そ噌
な
ど
は
植
物
性
乳
酸
菌
を
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
、
塩
分
採
取
を
注
意
す
れ
ば
、
漬
物
を
日
ご
ろ
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
体
を
温
め
る
と
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
40
℃
程
度
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に
つ
か
り
、
15
分
〜
20
分
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
と
温
め
る
の

が
効
果
的
。
食
べ
物
で
は
、
し
ょ
う
が
を
使
っ
た
料
理
や
唐
辛
子
の
き
い
た
キ
ム
チ
が
体

温
を
上
げ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
▼
い
い
人
を

や
め
る
こ
と
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
感
情
は
た
め
こ
ま
な
い
。
そ
の
時
々
の
感
情
は
で
き

る
だ
け
、
そ
の
と
き
に
表
し
た
ほ
う
が
、
感
情
が
解
放
さ
れ
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
親
し
い
人
間
関
係
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
統
計
で
は
、
独
身
者
の
方

が
、結
婚
し
て
い
る
人
よ
り
も
５
〜
10
年
ほ
ど
寿
命
が
短
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

男
性
の
場
合
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
身
近
に
女
性
が
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
▼
こ
れ
ら
の
事
を
７
つ
の
習
慣
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
①
食
事
は
な
ん
で
も

程
よ
く
食
べ
る
②
運
動
は
ち
ん
た
ら
や
る
③
い
つ
も
能
天
気
に
構
え
る
④
一
日
一
回「
わ

は
は
」と
大
笑
い
す
る
⑤
仲
間
を
大
事
に
す
る
⑥
異
性
に
心
と
き
め
く
⑦
夜
遊
び
は
し

な
い
。
最
後
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
つ
と
め
て
外
に
出
て
、
地
元
の
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
す
る
な
ど
、
仲
間
づ
く
り
、
話
し
相
手
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
結
ば
れ
ま
し
た
。
▼
こ
の
講
義
、
聞
き
書
き
で
あ
り
、
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
事
後
に
も
調
べ
て
書
き
ま
し
た
こ
と
を
お
含
み
い
た
だ
き
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
日
本
一
元
気
な
ま
ち「
添
田
町
」を
全
国
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
。
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フォトレポート：第29回添田町ふる里まつり

実りの秋、添田の魅力が大集結
　10月22日と23日、ふる里まつりが、オークホール横駐
車場で行われました。会場には、新鮮な野菜や特産品、
おにぎりやしし汁、ヤマメの塩焼きなど添田の味覚が大
集結。また姉妹町・北海道美深町のジャガイモやカボチ
ャ、美深牛ステーキなどにも多くの買い物客が列をなし
ていました。ステージ上では、津野神楽や野田獅子楽な
どの伝統芸能や添田町婦人会、添田舞姫連の踊りなどが
披露され、大盛況の２日間となりました。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。
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